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要旨：休廃止鉱山で発生する坑廃水に対してアルカリ条件

での中和処理が行われているが、低コスト、省エネルギーの

技術開発が求められている。マンガン（Mn）酸化細菌は pH

中性で Mn2+を酸化して沈積させるため、Mn 含有坑廃水処

理への適用が期待される。一方で、従来検討されたMn酸化

細菌は従属栄養であり、糖質や有機酸など有機性基質の供

給が課題である（図 1）。発表者らが坑廃水路で採取したス

ラッジを用いて微生物の集積培養を行ったところ、有機性

基質を供給しなくても持続的な Mn 酸化が進行することが

明らかになった。そこで Mn 酸化菌利用技術の基盤的な研

究として、この培養系のしくみの解明を目指している。これ

までに得られた成果は以下の通りである。 

1) 有機性基質のほか、硝化細菌、鉄・硫黄細菌が利用する基

質を添加しなくても、Mn酸化が持続した（図 2）。 

2) 集積培養系内には多様な従属栄養細菌が生息し、既知の

従属栄養Mn酸化細菌も検出された。 

3) 集積培養系内では重炭酸から有機物が生成しており、炭

酸固定による有機物供給が行われていた（図 3）。 

4) 既知のMn酸化細菌の一つであるα-Proteobacterium U9-1i

近縁種は、重炭酸の添加量に依存して細菌群集内での存

在割合が増加した。炭酸固定で供給された有機物を利用

していると推察された（図 4）。 

現在、どのような細菌によって炭酸固定が行われている

か、詳細な解析を進めている。 
 

 

 

図 1 Mn酸化細菌利用技術の課題－有機物供給 

図 3 集積培養系による Mn酸化と炭酸固定 

（13C標識重炭酸 Naの取込み試験） 
図 4 集積培養系における有機物供給と Mn酸化の関係 

図 2 集積培養系の回分培養における持続的な Mn酸化 


